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◆
常
陸
太
田
市
明
日
の
森
林
を
考
え
る

会
を
設
立

今
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
森
林
経
営

管
理
制
度
」
や
「
森
林
環
境
税
・
森
林

環
境
譲
与
税
」、
こ
れ
か
ら
の
市
の
森
林
・

林
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
協
議
・
検
討

す
る
た
め
、
森
林
や
林
業
に
携
わ
る
方

に
よ
り
協
議
会
を
設
立
（
会
長
：
筑
波

大
学
森
林
資
源
経
済
学
准
教
授　
立
花

敏
氏
）
し
、
９
月
17
日
に
委
嘱
状
交
付

式
お
よ
び
第
１
回
協
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

立
花
会
長
か
ら
「
新
し
い
制
度
、
税
が

創
設
さ
れ
て
森
林
・
林
業
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
が
目
指
し

て
い
る
循
環
型
社
会
に
向
け
て
皆
さ
ん

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
各
委
員
か
ら
現

在
の
取
組
み
や
課
題
等
に
つ
い
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

協
議
の
中
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご

要
望
等
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
、
事
業

化
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
お
よ
び
「
森

林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
」
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
催

９
月
21
日
に
里
美
文
化
セ
ン
タ
ー
、
25

日
に
里
美
支
所
で
、
森
林
経
営
管
理
制

度
の
概
要
や
今
後
の
意
向
調
査
等
の
進

め
方
、
森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与

税
の
創
設
に
至
っ
た
経
緯
、
新
た
な
税
の

仕
組
み
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
等

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、「
所
有
者
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
な

森
林
が
対
象
に
な
る
の
か
」
な
ど
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

〜
新
制
度
の
普
及
や
森
林
・
林
業
の
成
長
産
業
化
〜

森
林
の
み
ら
い
を
つ
く
る

＊
森
林
経
営
管
理
制
度
の
概

要
は
広
報
ひ
た
ち
お
お
た
７

月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

農
政
課
林
政
係（
内
線
６
１
６
）

今
後
も
各
地
区
の
公
民
館
等
で
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
等

が
森
林
を
所
有
し
て
い
る
方
は
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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今回は臼杵市の観光地や代表的なイベントをご紹介します！

ほっとさんがご案内

この他にも二王座歴史の道や臼杵城、風連鍾乳洞など見どころたくさん！
ぜひ一度臼杵市にお越しください！

知るほど好きになる
う♥のいいところ！
すき

ほっとさん

その2

今後も
う♥の魅力をお伝え
していきますので
お楽しみに！

すき

古園石仏に代表される臼杵石仏
（磨崖仏）は、平安時代後期から鎌
倉時代にかけて彫刻されたと言
われており、平成7年に国宝に指
定されました。現在臼杵石仏の国
宝の数は６１体となり、臼杵を代表
する観光・願掛けスポットとして世
界中から観光客が訪れています。
＊毎年8月最終土曜日に、豊作祈願や石仏
の供養を目的とした「火まつり」が開催さ
れます。

国宝「臼杵石仏」
今の季節を代表するお祭りは何と
言ってもうすき竹宵！伝統的な街
並みを竹ぼんぼりとオブジェの幻
想的な光が優しく包みます。この
お祭りは、臼杵石仏を造立したと
伝えられている真名長者の子「般
若姫」の御霊が、般若姫の姿を書
き写した「玉絵箱」とともに臼杵へ
里帰りしたという伝説を再現した
ものです。

うすき竹宵
大分県指定無形民俗文化財に指
定され、寛永２０（1643）年から約
400年間続く臼杵最大の夏祭り
です。当番町になった２つの町が
山車を引き、街の中を駆け巡る迫
力あるお祭りです。毎年お囃子が
聞こえるとワクワクします！

臼杵衹園まつり



INFORMATION

社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育
に
関
す

る
計
画
の
立
案
や
調
査
研
究
を
行
い
、

教
育
委
員
会
に
助
言
を
す
る
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
関
係
者
や

社
会
教
育
関
係
者
、
学
識
経
験
者
な
ど

に
委
嘱
さ
れ
、
地
域
に
お
い
て
社
会
教

育
に
優
れ
た
知
見
を
有
す
る
方
々
の
知

識
を
社
会
教
育
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

元
・
２
年
度
は
、「
子
ど
も
の
社
会
参
加

を
取
り
巻
く
地
域
の
環
境
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

豊
田 

一（
議
長
）
／
會
澤 

孝一（
副
議
長
）

／
森
田 

一洋
／
市
毛 

栄
／
阿
部 

裕
美
／

永
田 

清
／
小
川 

俊
江
／
森 

一史
／
鴨
志

田 

治
／
高
橋 

成
友
／
斉
藤 

公
男
／
小

幡 

尚
美
／
中
澤 

範
義
／
桒
原 

裕
／
綿

引 

す
ず
子
／
深
澤 

純
子
／
平
山 

一也
／

岡
崎 

靖
／
堀
口 

博
史
／
佐
藤 

友
美

◆
問
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
72

‐
８
８
８
８
）

社
会
教
育
委
員
を
紹
介
し
ま
す

銀
行
の
業
界
団
体
を
名
乗
る
男
か
ら
、「
消
費
税

増
税
の
関
係
で
、
高
齢
者
に
社
会
保
険
料
の一部
が

戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。通
帳
と
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
お
宅
は
５
万
円

戻
り
ま
す
」
と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
出
来
事
を
悪
用
し
、

言
葉
巧
み
に
近
づ
く
詐
欺
手
口
が
見
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
便
乗
し
た
手
口

の
発
生
が
予
想
さ
れ
、
注
意
が
必
要
で
す
。
金
融

機
関
や
行
政
等
が
、
消
費
税
増
税
を
理
由
に
消
費

者
個
人
に
電
話
を
か
け
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
お
金
が
戻
っ
て
く
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も

信
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
着
信
番
号
通
知
や
録

音
機
を
活
用
し
、
知
ら
な
い
人
か
ら
の
電
話
に
は

直
接
出
な
い
と
い
う
こ
と
も
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
や
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事 

例
ア
ド
バ
イ
ス

ス
ト
ッ
プ
！
ニ
セ
電
話
詐
欺

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意

◆
問
：
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
民
協
働
推
進
課
内

 

70
‐
１
３
２
２
）

令
和
元
・
２
年
度
委
員（
敬
称
略
）

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
社
会
で
す
。
家
事
、
育
児
、

介
護
な
ど
家
庭
の
仕
事
を
家
族
で
協
力

し
て
支
え
合
っ
た
り
、
地
域
で
行
わ
れ
る

活
動
に
男
女
が
と
も
に
参
加
し
た
り
す

る
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
の
機
会
は
皆

さ
ん
の
身
近
な
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
あ
り

ま
す
。
生
活
や
働
き
方
を
見
直
し
、
自

分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

◆
問
：
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
課
（
内

線
３
１
４
）

「
あ
い
さ
つ・声
か
け
運
動
」
と
は
、家
庭
・

学
校
・
地
域
で
、
大
人
と
子
ど
も
、
大

人
同
士
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
広
げ
る
運
動
で
す
。
町
内
会
、

自
治
会
、
小
中
学
校
区
な
ど
地
域
の
皆

さ
ん
と一緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問：（
公
社
）
県
青
少
年
育
成
協
会
（
０

２
９
‐
２
２
７
‐
２
７
４
７
）
／
青
少
年

健
全
育
成
常
陸
太
田
市
民
の
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
内 

72
‐
８
８
８
８
）

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間

あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
強
調
月
間

18



児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
成
長
･
発
達
に

悪
影
響
を
与
え
、
時
に
は
子
ど
も
の
命

に
関
わ
る
深
刻
な
問
題
で
す
。
い
ち
早

く
発
見
し
、
支
援
の
手
を
差
し
の
べ
る
た

め
、
社
会
全
体
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
の
種
類
：

○
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る
、
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

溺
れ
さ
せ
る
、
首
を
絞
め
る
な
ど

○
性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
暴
力
を
ふ

る
う
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
…
食
事
を
与
え
な
い
、

不
潔
に
す
る
、
病
院
に
連
れ
て
行
か
な

い
な
ど

◆
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
：

地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
、
家
族
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
の
虐
待
の

未
然
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を

す
る
な
ど
、
ち
ょっ
と
し
た
行
動
が
支
え

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆「
虐
待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
：

虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
は
、
自
ら
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
虐

待
か
も
？
」
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず

に
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
通
告
者
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
中
は
、
誰
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
や
心
配
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
以
下
の
と
こ
ろ
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
・
通
告
先
：

○
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

・
子
ど
も
福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
室
（
内

線
１
６
１
・
１
６
４
）

・
県
中
央
児
童
相
談
所
日
立
分
室
（
22
‐

０
２
９
４
）

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
１

８
９
）

○
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら

・
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
73
‐
１
２
１
２
）

・
子
ど
も
福
祉
課
家
庭
児
童
相
談
室
（
内

線
１
６
１
・
１
６
４
）

「
さ
つ
ま
い
も
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

お
ま
つ
り
で
す
！
東
海
村
名
物
の

さ
つ
ま
い
も
を
み
ん
な
で
味
わ
っ
て

く
だ
さ
い
。

◆
と
き
：
11
月
23
日
（
土
･
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ
：
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
・

J
A
常
陸
東
海
支
店
の
周
辺

◆
内
容
：
芋
掘
り
、
珍
い
も
コ
ン

テ
ス
ト
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
、

大
抽
選
会
等

◆
問
：
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り

運
営
協
議
会
（
東
海
村
観
光
協
会

内 

０
２
９‐２
８
７‐０
８
５
５
）

【
東
海
村
】第
25
回

「
東
海
Ｉ
〜
Ｍ
Ｏ
の
ま
つ
り
」
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常陸太田市からのお知らせ

● 金砂郷支所 76-2111　● 常陸太田市役所 72-3111

♦
と
き
：
12
月
13
日
（
金
） 

午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
45
分
〜
４
時

♦
と
こ
ろ
：
市
役
所

＊
服
用
中
の
薬
が
あ
る
方
は
お
薬
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

♦
問
：
常
陸
太
田
献
血
連
合
会
（
健
康

づ
く
り
推
進
課
内　
73
‐
１
２
１
２
）

子
宮
頸
が
ん
は
定
期
的
な
検
診
に
よ
っ
て

早
期
発
見
が
で
き
る
が
ん
で
す
。
年
１

回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

♦
募
集
内
容
：
12
月
６
日
（
金
）
５
人

／
12
月
11
日
（
水
）
８
人
／
12
月
16
日

（
月
）
10
人

♦
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

♦
申
・
問
：
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
73

‐
１
２
１
２
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

子
宮
頸
が
ん
集
団
検
診
の

追
加
募
集

市
駅
伝
競
走
大
会
開
催
に
伴
い
、
山
吹

運
動
公
園
周
辺
道
路
が一時
車
両
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。

♦
規
制
日
：
12
月
14
日
（
土
）

♦
規
制
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

２
時

＊
当
日
は
、
交
通
整
理
員
の
指
示
に
従
っ

て
通
行
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

♦
問
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
73
‐
０
０
9
0
）

市
駅
伝
競
走
大
会
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

の
全
国一斉
情
報
伝
達
試
験
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
防
災
行
政
無
線
（
屋
外
拡
声
子

局
お
よ
び
戸
別
受
信
機
）
か
ら
試
験
情

報
を
放
送
し
ま
す
が
、
試
験
用
の
放
送

で
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

♦
と
き
：
12
月
４
日
（
水
）
午
前
11
時

♦
実
施
区
域
：
市
内
全
域

♦
放
送
内
容
：「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」
の
音
声
が
３
回
繰
り
返

さ
れ
ま
す
。

＊
音
声
の
み
の
放
送
と
な
り
ま
す
。

＊
都
合
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

♦
問
：
防
災
対
策
課
防
災
係
（
内
線
３

５
１
）

市
の
物
品
納
入
・
役
務
の
提
供
・
印
刷

製
本
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

♦
今
回
の
申
請
が
必
要
な
方
：

市
の
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
て
い
な

い
方
／
入
札
参
加
希
望
業
種
を
追
加
し

た
い
方

♦
受
付
期
間
：
12
月
１
日
（
日
）
〜
７

日
（
土
）
消
印
有
効

♦
申
請
方
法
：
市
指
定
様
式
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
書
留

郵
便
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
持
参
や
普
通
郵
便
等
に
よ
る
申
請
は

受
理
し
ま
せ
ん
。

♦
有
効
期
間
：
令
和
２
年
１
月
１
日
〜

９
月
30
日

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

♦
申・問：契
約
管
財
課
契
約
検
査
係（
内

線
３
２
３
・
３
２
４
）

♦
と
き
：
令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜（
受
付 

午
前
10
時
〜
）

♦
と
こ
ろ
：
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

♦
対
象
：
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

＊
市
内
に
住
民
登
録
が
な
い
方
で
、
出

席
を
希
望
す
る
場
合
は
電
話
ま
た
は
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

♦
申
・
問
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
72
‐
８
８
８
８
）

♦
と
き
：
12
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付 

午
前
９
時
30
分
〜
）

♦
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議
室

♦
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

♦
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

♦
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

♦
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

♦
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

成
人
式
開
催
の
お
知
ら
せ

293

太田二高
は通行止め箇所

源
氏
川

西
バ
イ
パ
ス西山研修所 鯨ヶ丘トンネル

常陸太田駅

佐竹高至那珂
市（瓜

連）

国交省

総合福祉会館

山
吹
運
動
公
園

山の寺

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

物
品
役
務
等
の
入
札
参
加
資
格
の

申
請（
追
加
）を
受
け
付
け
ま
す

交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
に
お
い
て
開
催
を

予
定
し
て
い
た
11
月
24
日（
日
）の「
金

砂
郷
の
け
ん
ち
ん
村
ま
つ
り
」
お
よ
び

11
月
23
日
（
土
）・24
日
（
日
）
の
「
金

砂
郷
地
区
芸
術
文
化
の
祭
典
」
は
、

事
情
に
よ
り
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

♦
問
：
市
観
光
物
産
協
会
金
砂
郷
支

部
（
76
‐
2
1
1
7
）
／
金
砂
郷
学

習
セ
ン
タ
ー
（
76
‐
2
2
2
1
）
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♦
と
き
：
12
月
13
日
（
金
） 

午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
45
分
〜
４
時

♦
と
こ
ろ
：
市
役
所

＊
服
用
中
の
薬
が
あ
る
方
は
お
薬
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

♦
問
：
常
陸
太
田
献
血
連
合
会
（
健
康

づ
く
り
推
進
課
内　
73
‐
１
２
１
２
）

子
宮
頸
が
ん
は
定
期
的
な
検
診
に
よ
っ
て

早
期
発
見
が
で
き
る
が
ん
で
す
。
年
１

回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

♦
募
集
内
容
：
12
月
６
日
（
金
）
５
人

／
12
月
11
日
（
水
）
８
人
／
12
月
16
日

（
月
）
10
人

♦
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

♦
申
・
問
：
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
73

‐
１
２
１
２
）

市
駅
伝
競
走
大
会
開
催
に
伴
い
、
山
吹

運
動
公
園
周
辺
道
路
が一時
車
両
通
行
止

め
と
な
り
ま
す
。

♦
規
制
日
：
12
月
14
日
（
土
）

♦
規
制
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

２
時

＊
当
日
は
、
交
通
整
理
員
の
指
示
に
従
っ

て
通
行
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

♦
問
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
73
‐
０
０
9
0
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

の
全
国一斉
情
報
伝
達
試
験
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
防
災
行
政
無
線
（
屋
外
拡
声
子

局
お
よ
び
戸
別
受
信
機
）
か
ら
試
験
情

報
を
放
送
し
ま
す
が
、
試
験
用
の
放
送

で
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

♦
と
き
：
12
月
４
日
（
水
）
午
前
11
時

♦
実
施
区
域
：
市
内
全
域

♦
放
送
内
容
：「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
テ
ス
ト
で
す
」
の
音
声
が
３
回
繰
り
返

さ
れ
ま
す
。

＊
音
声
の
み
の
放
送
と
な
り
ま
す
。

＊
都
合
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

♦
問
：
防
災
対
策
課
防
災
係
（
内
線
３

５
１
）

市
の
物
品
納
入
・
役
務
の
提
供
・
印
刷

製
本
等
の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方

の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

♦
今
回
の
申
請
が
必
要
な
方
：

市
の
入
札
参
加
資
格
を
取
得
し
て
い
な

い
方
／
入
札
参
加
希
望
業
種
を
追
加
し

た
い
方

♦
受
付
期
間
：
12
月
１
日
（
日
）
〜
７

日
（
土
）
消
印
有
効

♦
申
請
方
法
：
市
指
定
様
式
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
書
留

郵
便
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
持
参
や
普
通
郵
便
等
に
よ
る
申
請
は

受
理
し
ま
せ
ん
。

♦
有
効
期
間
：
令
和
２
年
１
月
１
日
〜

９
月
30
日

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

♦
申・問：契
約
管
財
課
契
約
検
査
係（
内

線
３
２
３
・
３
２
４
）

♦
と
き
：
令
和
２
年
１
月
12
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜（
受
付 

午
前
10
時
〜
）

♦
と
こ
ろ
：
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

♦
対
象
：
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

＊
市
内
に
住
民
登
録
が
な
い
方
で
、
出

席
を
希
望
す
る
場
合
は
電
話
ま
た
は
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

♦
申
・
問
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
72
‐
８
８
８
８
）

♦
と
き
：
12
月
５
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
受
付 

午
前
９
時
30
分
〜
）

♦
と
こ
ろ
：
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議
室

♦
相
談
員
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
職
員
、

社
会
保
険
労
務
士

＊
共
済
年
金
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

♦
持
参
す
る
物
：
年
金
関
係
の
書
類
（
年

金
証
書
、
年
金
手
帳
等
、
年
金
の
種
類
・

加
入
期
間
の
わ
か
る
も
の
）

＊
代
理
の
方
が
相
談
す
る
場
合
に
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

♦
申
込
方
法
：
前
日
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
完
全
予
約
制
）。

＊
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

♦
申
：
水
戸
北
年
金
事
務
所
お
客
様
相

談
室
（
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
２
８
３
）

♦
問
：
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係
（
内

線
１
１
７
・
１
１
８
）

不
法
投
棄
と
は
、
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
、

ご
み
を
山
林
、
原
野
、
道
路
沿
い
や
河
川

沿
い
な
ど
に
捨
て
る
ま
た
は
埋
め
る
行
為

を
い
い
ま
す
。ま
た
、野
外
焼
却（
野
焼
き
）

は
、
廃
棄
物
の
処
理
基
準
に
沿
わ
な
い
焼

却
（
簡
易
焼
却
炉
・
ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使

用
）
行
為
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為

は
、
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
ご
み

の
種
類
に
よ
っ
て
は
地
域
の
土
壌
や
水
質
・

大
気
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
不
法
投
棄
へ
の
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、一部
の
モ
ラ

ル
の
な
い
方
に
よ
り
路
上
や
山
林
な
ど
へ

の
不
法
投
棄
が
繰
り
返
さ
れ
、
あ
と
を
絶

た
な
い
の
が
現
状
で
す
。
不
法
投
棄
や
野

焼
き
を
見
か
け
た
ら
、
左
記
ま
で
連
絡
・

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
連
絡
先
：
環
境
政
策
課
（
内
線
１
８
０
・

１
０
９
）
／
各
支
所
／
不
法
投
棄
１
１
０
番

（
０
１
２
０
‐
５
３
６
‐
３
８
０
）
／
県
北
県

民
セ
ン
タ
ー
環
境
・
保
安
課
（
80
‐
３
３
５
５
）

＊
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
で
す
。
受
付
時
間
外
は
太
田
警

察
署
（
73
‐
０
１
１
０
）
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却（
野
焼
き
）は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

見
直
そ
う

暮
ら
し
の
マ
ナ
ー

見
直
そ
う

暮
ら
し
の
マ
ナ
ー

市議会定例会のお知らせ

期日 開議時刻 議事予定

12月２日（月） 10：00 本会議（開会・議案説明）

12月3日（火） ー 休会（議案調査）

12月4日（水） 10：00 本会議（一般質問）

12月5日（木） 10：00 本会議（一般質問）

12月6日（金） 10：00 本会議（議案質疑）

12月7日（土）
～８日（日） ー 休会

12月9日（月） 10：00 常任委員会（総務）

12月10日（火） 10：00 常任委員会（文教民生）

12月11日（水） 10：00 常任委員会（産業建設）

12月12日（木） ー 休会（議事整理）

12月13日（金） 10：00 本会議
（委員長報告・採決・閉会）

市議会１２月定例会を、次のとおり開催します。
＊１２月定例会で審査される請願の提出期限は 、 １１月２５日
（月）午後５時までです。
＊議会を傍聴することができます。
＊会議の日程・時間等は変更になることがあります。
♦問：議会事務局 （内線４３２・４３３）

年
金
相
談（
無
料
）

交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
に
お
い
て
開
催
を

予
定
し
て
い
た
11
月
24
日（
日
）の「
金

砂
郷
の
け
ん
ち
ん
村
ま
つ
り
」
お
よ
び

11
月
23
日
（
土
）・24
日
（
日
）
の
「
金

砂
郷
地
区
芸
術
文
化
の
祭
典
」
は
、

事
情
に
よ
り
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

♦
問
：
市
観
光
物
産
協
会
金
砂
郷
支

部
（
76
‐
2
1
1
7
）
／
金
砂
郷
学

習
セ
ン
タ
ー
（
76
‐
2
2
2
1
）



① 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は一口
大
に
、
人
参
は

5
㎝
の
長
さ
の
棒
状
に
切
り
、
し
め
じ

は
石
づ
き
を
取
っ
て
子
房
に
分
け
る
。

れ
ん
こ
ん
は
5
㎜
の
厚
さ
の
半
月
切
り

に
し
、
酢
水
に
さ
っ
と
漬
け
て
水
気
を

切
る
。

② 

チ
ー
ズ
は
さ
い
の
目
に
切
る
。

③ 

ボ
ー
ル
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
酢
・
し
ょ
う

ゆ
・
カ
レ
ー
粉
を
合
わ
せ
て
ソ
ー
ス
を

作
る
。

④ 

カ
ッ
ト
し
た
野
菜
を
電
子
レ
ン
ジ

（
5
0
0
Ｗ
）
で
4
〜
5
分
加
熱
す
る
。

＊
蒸
し
器
を
利
用
し
て
も
良
い
。

⑤ 

③
と
④
を
混
ぜ
合
わ
せ
皿
に
盛
り
付

け
た
ら
、
最
後
に
チ
ー
ズ
を
の
せ
て
出

来
上
が
り
。 

■
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
好
ま
れ
る

味
付
け
に
大
変
身
！！

冬
に
向
け
、
寒
さ
が
ま
し
て
く
る
と
血
管
が
収
縮
し
、
血
圧
が
上
が
り
や
す
く
な
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
今
月
は
高
齢
者
に
も
お
す
す
め
の
減
塩
レ
シ
ピ
の
紹
介
で
す
。

温野菜のカレーソース
材料：２人分（目安量）

健
康
レ
シ
ピ
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
中
で
す

作
り
方

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

ブロッコリー 60ｇ
人参 40g
れんこん 10ｇ
しめじ ２０g
マヨネーズ 大さじ１強
酢 小さじ１
しょうゆ 小さじ1/2
カレー粉 小さじ1/2
チーズ ８g

エネルギー
87kcal
食塩相当量
0.4ｇ

１人分栄養価

健
康
レ
シ
ピ
で
上
手
に
減
塩 

Ⅵ

高
血
圧
を
撃
退
!!

カレー粉（香辛料）は、スパイシーな味わいでアクセントが
つけられ、減塩料理をおいしくする最高のパートナー！！
食べる漢方とも言われ、食欲増進、代謝上昇にも効果的。

このレシピの
ポイント

天
然
果
汁
１
０
０
％
の
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス

を
主
力
と
し
、様
々
な
飲
料
を
取
り
扱
う

え
ひ
め
飲
料
。お
い
し
さ
と
健
康
を
大
切

に
飲
料
生
産
技
術
の
開
発
お
よ
び
商
品

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。基
本
は
お
客
様

の
立
場
で
考
え
、「
こ
だ
わ
り
は
、ま
じ
め

で
す
。」を
合
い
言
葉
に
行
動
。「
誠
心
誠

意
・
品
質
本
位
」の
姿
勢
で
業
務
に
取
り

組
み
、お
客
様
か
ら
よ
り
良
い
評
価
と
信

頼
を
得
ら
れ
る
企
業
と
し
て
、社
会
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。茨
城
工
場
の
位
置
づ
け

は
飲
料
の
生
産
と
出
荷
で
す
。

よ
り
良
い
、よ
り
お
い
し
い
果
実
飲
料
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、生
産
農
家
を

は
じ
め
、柑
橘
振
興
に
か
か
わ
る
J
A
グ

ル
ー
プ
と一体
に
な
っ
て
、試
行
錯
誤
と
技

術
革
新
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。安
全
・

安
心
で
魅
力
あ
る
商
品
と
心
の
こ
も
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
、ま
じ
め
に
お
届
け
し
ま
す
。

合
い
言
葉
は

「
こ
だ
わ
り
は
、ま
じ
め
で
す
。」

常
陸
太
田
市
に
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

輝
く
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
そ
ん
な
輝
く
企
業
の
「
魅
力
」

を
ご
紹
介
！
地
元
就
職
を
考
え
て
い
る
学

生
さ
ん
も
必
見
で
す
！

株式会社えひめ飲料
本社：愛媛県松山市安城寺町 478
茨城工場：常陸太田市岡田町 2112

《企業データ》
代表者：代表取締役社長　山本 卓治
資本金：67億５千万円
TEL：089-923-1511
https://www.ehime-inryo.co.jp/

常
陸
太
田
の

　
　
　
　
　   

を

紹
介
し
ま
す
！

輝
く
企
業

22
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
好
き
に
な
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
そ
れ
が
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
で
す
。

身
体
の
使
い
方
な
ど
基
礎
か
ら
練
習
し
、

プ
レ
ー
方
針
で
は
特
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に

力
を
入
れ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

試
合
で
勝
つ
た
め
に
は
負
け
ん
気
も
必

要
。
挨
拶
や
返
事
、
脱
い
だ
靴
を
き
ち
ん

と
揃
え
る
な
ど
と
い
っ
た
基
本
的
な
マ

ナ
ー
や
メ
ン
タ
ル
も
し
っ
か
り
身
に
付
け

オオタスポーツ

毎週火・木曜午後６時～８時、土曜午前９時～正午
機初小体育館　　　　　　　　　　　12人
阿部幸江（74-4930）　 　　  　　　　平成7年

ま
す
。
自
分
で
考
え
、
出
来
る
力
を
つ
け

る
た
め
に
自
主
性
を
重
ん
じ
て
い
る
の
も

特
徴
で
す
。
バ
ス
ケ
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も

重
要
。
団
員
は
み
ん
な
家
族
だ
と
思
っ
て
、

上
の
子
は
下
の
子
の
面
倒
を
見
る
。
父
兄

の
皆
さ
ん
も
、
団
員
は
み
ん
な
自
分
の
子

ど
も
と
思
っ
て
接
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
を
や
り
た
い
人
大
歓
迎
！
ま
ず
は

気
軽
に
体
験
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

常
陸
太
田
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｓ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Team Data

活動日時
活動場所 会 員 数

設 立連 絡 先

vol.
54

み
ん
な
で
天
神
林
太
鼓
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に

ひ
ろ
う
す
る
よ
！

宮ノ脇保育園



市内に住所を有する平成３１年 1月生まれのお子さん（1月号掲載分）
12月１０日（火）
お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名、電話番号
広報広聴課　〒313-8611 常陸太田市金井町 3690（内線 303・304）

満１歳のお子さんの写真大募集！！
１歳の記念にお子さんやお孫さんの写真を市報に掲載してみませんか？右下の QR コードを読み込んで
スマートフォンで撮影した写真を送ってください。「市ホームページ」→「広報・広聴」→「広報」→「はじめての
誕生日申し込み」からでも OK です。もちろんプリントした写真を郵送していただいても大丈夫！！下記の
広報広聴課までお送りください。＊応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

対　　象
〆　　切
必要事項
問

各地に甚大な被害をもたらした台風第 19号。本市にもその激しい爪あとが残されました。
被害に遭った地域では、多くの方 が々一日も早い復旧のために尽力しています。
佐竹高校の生徒の皆さんをはじめ、多くのボランティアの皆さんにご支援いただきました。

表紙に
よせて

広報ひたちおおた　発行／常陸太田市　編集／広報広聴課　72-3111（内線 303・304）

小林翼くん１１月１４日生まれ／箕町

つばさラージャパクシャ衣来ちゃん１１月４日生まれ／小目町

いら

谷部実莉ちゃん１１月２３日生まれ／中城町

みのり

小田倉慶季くん１１月１３日生まれ／里野宮町

よしき

西村陽柊くん　11 月 22日生まれ／塙町

はるひ

永山佳昌くん１１月１６日生まれ／新地町

よしまさ

おめでとうございます

はじめての
お誕生日

黒沢知佳ちゃん１１月２７日生まれ／木崎一町

ちか 石井麻梨花ちゃん１１月２９日生まれ／馬場町

まりか

横山陽奈ちゃん１１月３日生まれ／塙町

ひな

11月で１歳です


